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1. 概要 

制御棒駆動機構ハウジング（以下「ＣＲＤハウジング」という。）支持金具の耐震評価では，

既工認及び今回工認において，固有周期は十分に小さく剛構造とみなして固有周期の計算は

省略している。本資料は，ＣＲＤハウジング支持金具の固有周期について説明するものであ

る。 

本資料において対象とする図書を以下に示す。 

・Ⅵ-2-3-3-2-3「制御棒駆動機構ハウジング支持金具の耐震性についての計算書」 

 

2. 検討方法 

ＣＲＤハウジング支持金具を簡単なモデルに置き換え，計算式を用いて固有周期を確認す

る。ここで，ＣＲＤハウジング支持金具の耐震評価において，水平方向の荷重にはⅥ-2-2-

1「炉心，原子炉圧力容器及び原子炉内部構造物並びに原子炉本体の基礎の地震応答計算書」

により求めたばね反力を適用することから，鉛直方向を対象として固有周期を確認する。 

固有周期の確認では，図 2－1 に示すとおり，ＣＲＤハウジング支持金具のうち，ＣＲＤ

ハウジング支持金具全体（図 2－1の青線部）及びレストレントビーム１本分（図 2-1 の赤

線部）の 2ケースを考慮する。 
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図 2－1 固有周期の確認方法 
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2.1 ＣＲＤハウジング支持金具全体 

ＣＲＤハウジング支持金具全体を片持ち梁としてモデル化し（図 2－1の青着色部参照），

算出したばね定数 k1を用いて固有周期 T1を算出する。計算方法を以下に示す。 

𝑘1 =  
3𝐸𝐼1

𝑙1
3

𝑇1 =  2𝜋√
𝑚1

𝑘1

 

ここで， 

縦弾性係数 𝐸 =  𝑀𝑃𝑎 

断面 2次モーメント 𝐼1 = 8𝐼0 𝑚𝑚4

支持位置 1箇所の断面 2次モーメント 𝐼0 = 𝑚𝑚4 

片持はりの長さ 𝑙1 =  𝑚𝑚 

レストレントビーム全体の質量 𝑚1 = 𝑘𝑔 

2.2 レストレントビーム 

レストレントビーム 1 本を両端支持梁（中央集中荷重）としてモデル化し（図 2－1の

赤着色部参照），算出したばね定数 k2 を用いて固有周期 T2 を算出する。計算方法を以下

に示す。 

𝑘2 =  
48𝐸𝐼2

𝑙2
3

𝑇2 =  2𝜋√
𝑚2

𝑘2

 

ここで， 

縦弾性係数 𝐸 = 𝑀𝑃𝑎 

断面 2次モーメント 𝐼2 = 𝑚𝑚4 

レストレントビーム１本の長さ 𝑙2 = 𝑚𝑚 

レストレントビーム１本の質量 𝑚2 = 𝑘𝑔 
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3. 検討結果

固有周期の計算結果を表 3－1に示す。表 3－1のとおり，ＣＲＤハウジング全体及びレス

トレントビームの固有周期は 0.05秒以下であり，剛構造であることを確認した。

表 3－1 固有周期計算結果 

対象部位 固有周期 

(s) 

ＣＲＤハウジング支持金具全体 

レストレントビーム

4. まとめ

本資料では，ＣＲＤハウジング支持金具を簡単なモデルに置き換え，計算式を用いて固有周

期を確認した。固有周期の計算結果から，ＣＲＤハウジング支持金具の鉛直方向の固有周期は

十分に小さいことから，既工認及び今回工認において，固有周期の計算を省略することの妥当

性を確認した。 




